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はじめに
過去数十年間にわたって、北欧諸国では喫煙率が劇的に低下している。
北欧諸国は欧州で先導的な役割を果たし、たばこハームリダクションが
紙巻きたばこの使用量を急減させる可能性を示唆している。スウェーデや
ノルウェーでは、禁煙を目指す人々にとってスヌースが一層の人気を集め
る一方、アイスランドでは安全なニコチン製品に移行している。本資料で
は、その台頭の変遷を紐解いていく。

アイスランドにおけるたばこ使用の歴史とは?
多くの欧州諸国と同様に、アイスランドにたばこがもたらされたのは1600年代で、1 紙巻きた
ばこは20世紀初頭から普及した。鼻から吸う嗅ぎたばこであるスナッフは、アイスランドでは
経口摂取され、2 少なくとも1940年代から販売されて、3 近年では電子たばこやニコチパウチ
も市場に出回っている。加熱式たばこも販売されているが、スヌースは違法となっている。

たばこ使用によって、どのような影響がもたらされる
か?
アイスランドでは少なくとも1980年代以降、喫煙率は着実に減少している
ものの、2019年には全死亡者の17%が喫煙に関連していた。4  他の調査
では、2021年のアイスランドの全死亡者の11.3%が喫煙によるもの（男性
13.5%、女性9.2%）であることが明らかとなった。5  喫煙とたばこ使用がアイ
スランドにもたらす経済損失は、毎年330億アイスランドクローナ（約2億400
万ポンド、または2億6900万ドル）以上と推定されている。6

アイスランドでは、たばこ使用の問題に対処するため
にどのような取り組みが行われてきたか?
アイスランドは、1960年代からたばこ規制法の整備において世界を先導して
きた。1969年には、世界で2番目のたばこ箱に健康警告ラベルの表示を義務
付けた国となった。7 1971年には、マスメディア、映画館および屋外における
たばこ広告を禁止した最初の国となった。8 また、1985年には、世界で初め
てグラフィックによる健康警告ラベルを導入した国となり、9 2001年には、た
ばこおよびたばこ商標が販売時点で消費者の視野に入ることを禁止した最
初の国でもある。10

その他の対策としては、喫煙の健康リスクに関する国民の意識を高めるため
の全国キャンペーンの一環として、1979年に初めて実施された禁煙デーが挙
げられる。政府は、1984年に職場での喫煙を禁止し、1996年には18歳未満
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へのたばこの販売を違法とし、2007年には公共での喫煙を全面的に禁止し
た。11 アイスランドはまた、2004年に世界保健機関（WHO）のたばこ規制枠
組条約を批准した最初の国の一つでもある。12

アイスランドは1970年代以降、喫煙率の低下を目指して、さまざまな取り組み
に投資してきた。1972年には、たばこ製品の警告ラベルを廃止し、全国のた
ばこ総売上高の0.2%に相当する特定たばこ税を導入した。13 この警告ラベ
ルの対象と考えられていたアイスランドの若者層に届いていないと考えられ
たため、当税によって、喫煙が健康に及ぼす有害な影響について、子供や学
生らに直接教育を実施するとともに、メディアによる広告キャンペーンにも充
てられた。その後2001年には、当税を増額する法律が可決され、政府はたばこ総売上高の少
なくとも0.9%をたばこ規制に充てることを義務付けた。これにより、アイスランドは欧州で一
人当たりのたばこ規制支出が最も高い国となった。14 その結果、アイスランドは2016年に最も
包括的なたばこ規制政策を有する欧州諸国の中で、第3位にランクインしたが、15 2021年には
欧州たばこ対策評価法（European Tobacco Control Scale）で第8位に後退した。16

アイスランドの薬物使用一次予防モデルは、たばこ使用に対する意識の変化に貢献してき
た。1990年代に開始された同モデルは、「地域社会の関与、家族や学校の関与、そして青少
年の向社会的な前向きな育成を通じた協力」に基づき、薬物使用予防に集団的に取り組むも
のである。17 その導入以来、同モデルは「アイスランドの若者の間で、喫煙やたばこ使用は有
害であり、いかなる犠牲を払ってでも避けるべきであるといった一貫した社会規範」の形成に
貢献した。18

喫煙率は、時間の経過とともにどのように変化し、公
衆衛生上でどのような影響があったか?
アイスランド保健局が、1989年以降に実施している年次調査によると、喫煙
率は過去35年間で着実に低下している。1989年には、18歳から69歳までの
成人の34.2%が毎日喫煙していた。19 2000年には25%にまで低下した。2015
年にはさらに11.5%に低下し、2024年に実施された最新調査では、アイスラ
ンドの18歳から69歳までの成人のうち、毎日喫煙する割合はわずか5.6%だ
った。アイスランドはまもなく禁煙国となる見込みであり、成人の1日あたりの
喫煙率が5%以下になる国となる。

喫煙の減少は、公衆衛生上の大きな成果と結びついている。1995年から
2015年の間に、アイスランドでは喫煙による死亡者数が3分の1ほど減少し
たと推定されている。20 また、ある研究によると、1981年から2006年の間
に、25歳から74歳までの成人の冠動脈疾患による死亡率は80%減少してお
り、この減少の22%は喫煙率の低下によるものだった。21

近年では、喫煙に関連した他の疾患も同様に減少している。世界疾病負担
データベースのデータによると、男女合わせて呼吸器系肺がんによる死亡
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率は、2010年の人口10万人あたりで33人強から、2020年には10万人あたりで26人強に減少
している。22 しかしながら、さらに重要な点は、男性の呼吸器系肺がんによる死亡率に限れ
ば、1980年代後半の人口10万人あたりで40人強から、2020年には10万人あたりで22人強へ
と、ほぼ半減していることである。アイスランドの男性のCOPDによる死亡率も同様に、1986
年の人口10万人あたりで25人強から、2020年には10万人あたりで14人強に減少している。

最も人気のある代替ニコチン製品は何か？また、どれ
ほどの人々が使用しているのか？
スヌースは、同じ北欧諸国であるノルウェーとスウェーデンでは喫煙者数を
減らす上で重要な役割を果たしてきたが、この製品はアイスランドでは禁
止されている。アイスランドは欧州連合（EU）に加盟していないが、欧
州経済領域（EEA）には加盟しており、EUのたばこ製品指令に基づ
く特定措置を国内法に取り入れ、スヌース禁止も含まれている。

ごく最近まで、アイスランドで最も広く使用されていた経口ニコチ
ン製品は、嗅ぎたばこだった。23 この製品は、本来は鼻から吸うもの
だが、多くのアイスランド人は経口摂取している。嗅ぎたばこは、2010年代
に注目を集め、2014年7月の報告によると、その使用量は2013年の同時期
と比較して、過去6か月間に36%増加した。24 しかしながら、わずか数年後
に嗅ぎたばこの販売量は2019年の46トンから2022年に12.6トンへと減少
し、25 その主要因は、ニコチンパウチの人気の高まりであると考えられてい
る。嗅ぎたばこの1日あたりの使用量は、2020年の成人の5%から、2023年
に1.2%に減少した。26

それとは対照的に、2024年にはアイスランドの18歳以上の成人のほぼ12％がニコチンパウチ
を毎日使用しており、2021年の9％から増加している。27 これは、ニコチンパウチが現在、アイ
スランドで最も人気のあるニコチン製品であり、たばこに比べて2倍以上の人々が使用してい
ることを意味する。 2024年には、18歳以上の男性の16.3％がニコチンパウチを毎日使用した
のに対し、女性の割合は6.8％だった。また18～34歳の年齢層では、男性の32％と女性の21
％が毎日使用していた。 2024年のデータでは、55歳以上を除くすべての年齢層で、ニコチン
パウチの毎日の使用量が増加していることが示された。ニコチンベイプ（電子たばこ）の使用
も、過去10年間で増加しており、2016年には18歳以上の2.8％が使用していたが、2024年に
は5％にまで増加している。28

ニコチンパウチは現在アイスラン
ドで最も人気のあるニコチン製
品であり、たばこに比べて2倍以

上の人々が使用している。
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図1.

たばこやより安全なニコチン製品はどのように規制さ
れ、課税されるのか?
紙巻きたばこと嗅ぎたばこは、たばこ規制法によって規制されているが、ニコチンパウチと電子
たばこはニコチン製品、電子たばこ、電子たばこ用リフィルに関する法律の対象となっており、29

ニコチンパウチは、若者による使用の増加への懸念から、2022年に同法に追加された。ニコチ
ンパウチについては、広告の禁止や18歳までの年齢制限、および子供や若者がいる場所での
使用禁止が定められている。この法律では、ニコチンパウチへのフレーバーの添加も禁止され
ているが、未だ施行はされていない。

ニコチン入り電子たばこの購入年齢も18歳からで、製品には健康に関する警告の表示が義務
付けられている。パッケージはシンプルなものである必要はないが、未成年者の好みに合わな
いものも認められている。フレーバーは規制されていない。電子たばこの広告や宣伝は原則と
して禁止されているが、電子たばこおよび関連製品のみを販売する特別な小売店では、製品の
展示が許可されている。子供や若者向けの活動が行われる場所では、電子
たばこ使用は許可されていない。当資料の冒頭で述べたように、アイスランド
では1996年に18歳未満へのたばこの販売が違法となり、2007年には公共で
の喫煙が全面的に禁止された。

課税に関しては、2025年初頭から、たばこ1箱の20本あたりで758.95アイス
ランドクローナ（約4.60ポンドまたは6.20ドル）が課税対象となった。30 参考
までに、マルボロ20本入りのたばこ1箱の平均価格は1,650アイスランドクロ
ーナ（約10.50ポンドまたは13.50ドル）である。31

GSTHR.ORG アイスランドにおけるたばこおよびその他のニコチン製品の日常使用

ー ー

アイスランドは、これまでにニ
コチン含有量に制限を設けて
いる唯一の北欧国である。
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2025年初頭より、ニコチンパウチはニコチン含有量に応じて課税対
象となった。ニコチン含有量の低い製品では、1gあたり8アイスラ
ンドクローナ（0.05ポンドまたは0.07ドル）、ニコチン含有量が最
も高い製品（1gあたり16.1～20mg）では1gあたり20アイスラン
ドクローナ（0.12ポンドまたは0.16ドル）となる。32 また、アイス
ランドは北欧諸国の中で唯一、パウチに含まれるニコチン含有
量に制限を設けており、製品1gあたりで20mgのニコチン含有
量となっている。33

12mg以下のニコチンを含むE-リキッドは、1mmリットルあたり
40アイスランドクローナ（約0.25ポンドまたは0.33ドル）が課税
され、12mgを超えるニコチンを含むE-リキッドは、1mmリットル
あたり60アイスランドクローナ（0.36ポンドまたは0.50ドル）が課税
される。34

アイスランドでは、ニコチンパウチを入手しやすくなっているが、嗅ぎたばこ
を犠牲にしてニコチンパウチが最近増加している理由の一つは、ニコチンパ
ウチと嗅ぎたばこが異なる税率の対象となっているためだと考えらえる。35  
この違いにより、ニコチンパウチは1gあたり平均40アイスランドクローナ（
約0.25ポンドまたは0.33ドル）で、嗅ぎたばこが1gあたり80アイスランドク
ローナ（約0.50ポンドまたは0.65ドル）であるのに対して、大幅に安価とな
っている。36

重要なポイントと将来展望
アイスランドは、早期にたばこ規制を導入し、禁煙教育に長期にわたって投
資してきたこともあり、成人の喫煙率が世界で最も低い国の一つとなってい
る。スウェーデンやノルウェーでスヌースが成功したように、アイスランド人が
禁煙に切り替えた際に最も積極的に受け入れたのは、安全な経口ニコチン
製品である。アイスランド人は、鼻からではなく口から摂取する嗅ぎたばこを
使い始め、その後に安全な代替品であるニコチンパウチや電子たばこの利用
が可能になると、こうした製品は急速に普及した。現在、ニコチンパウチを使
用する人は紙巻きたばこの2倍で、電子たばこを使用する人は紙巻きたばこ
を吸う人とほぼ同数である。こうした変遷を辿るにはさらなる調査が必要だ
が、多くのアイスランド人が喫煙から嗅ぎたばこへ、そして嗅ぎたばこからニコ
チンパウチへと切り替え、そのたびにリスクの連続体に沿って、より危険なニ
コチン製品からより害の少ないニコチン製品へと移行している。

アイスランドの喫煙率の低さ
は、安全なニコチン製品が利用
可能で、入手しやすく、手頃な価
格で、適切かつ受け入れられる
場合に達成できることを示唆し

ている。

課税水準の違いにより、ニコチン
パウチは嗅ぎたばこよりも大幅に

安価な選択肢となっている。

アイスランド政府は、より有害
な代替品よりも、安全なニコチ
ン製品の使用を促進する水準
で、これらの製品の課税を維持
し続けることが重要である。
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これは、安全なニコチン製品が利用可能で、入手しやすく、手頃な価格で、適切かつ受け入れ
られる場合に達成できることを示唆している。しかしながら、ニコチンパウチを使用する若者
の人数に関する懸念により、その増加は鈍化しそうだ。たばこには、全ての安全なニコチン製
品よりも大幅に高い税金が課せられているが、ニコチンパウチに含まれるニコチン水準に応じ
て課税するという直近の変更は、一定の効果を上げているようだ。アイスランド保健局は、モ
ニタリングの初期結果によると、ニコチンパウチ使用は2025年の第1四半期に実際に減少した
ことが示されているとしている。37 ニコチンパウチ増加は、嗅ぎたばこに比べて比較的手頃な
価格であったことがカギとなり、アイスランド政府は、より有害な代替品よりも、安全なニコチ
ン製品の使用を促進する水準で、これらの製品の課税を維持し続けることが重要である。
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